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第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 第４回武蔵村山市男女共同参画推進市民委員会 

開 催 日 時 平成２４年８月２７日（月）午後６時３０分 ～８時３０分 

開 催 場 所 緑が丘ふれあいセンター 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者：（委員）内野正夫、久米清孝、栗原誠、河野俊子、小西喜芳、酒

井敦子、藤原アヤ子、堀越千草、遊佐光子 

欠席者：田中勝子 

事務局：協働推進課長、協働推進課主事 

報 告 事 項 
１ 第２回男女共同参画推進市民委員会の会議結果について 

２ 第１３回ＹＯＵ・Ｉフォーラムの講師について 

議 題 

議題１ 情報誌「ＹＯＵ・Ｉ」第２７号の編集について 

議題２  第二次男女共同参画計画-男女ＹＯＵ・Ｉプラン-の推進状況調 

査結果について 

議題３ 男女共同参画啓発事業について 

議題４ その他 

結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

議題１ 情報誌「ＹＯＵ・Ｉ」第２７号の編集について 

     本日、出された意見を反映させた原稿を事務局で作成し、委員

長と副委員長に確認をしてもらった後、発行する。 

 

議題２  第二次男女共同参画計画-男女ＹＯＵ・Ｉプラン-の推進状況調 

査結果について 

     本日、出された意見を事務局で取りまとめ、次回会議で目標４

を含め再度協議する。 

 

議題３ 男女共同参画啓発事業について 

    事務局案どおりに決定した。 

 

議題４ その他 

     第５回委員会は９月２７日(木)午後６時３０分から開催する。

開催場所については後日、各委員に連絡する。 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

 

（発信者） 

 ◎印：委員長 

○印：委 員 

●印：事務局 

報告事項１ 第２回男女共同参画推進市民委員会の会議結果について 

事務局から報告し、会議録については事前に確認してもらった結果、

修正等はなかったので、ホームページ等で公開する。 

 

報告事項２ 第１３回ＹＯＵ・Ｉフォーラムの講師について 

 事務局で講師の調整を行った結果、第１３回ＹＯＵ・Ｉフォーラムの

講師は「立木早絵」氏に決定した。 

 

議題１ 情報誌「ＹＯＵ・Ｉ」第２７号の編集について 

●事務局から資料１を基に説明。 

○誤字脱字があるが、この会議ではどこを協議すればよいのか。 

●誤字脱字などの細かい部分は事務局で修正するので、本日の会議では

全体的なレイアウト及び原稿の内容に間違えがないか確認してもらいた

い。 

◎前回の会議では「入り天神太鼓」を特集取材するとなっていたが、本

日、配布された資料には他の団体も取材した内容が掲載してある。なぜ
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他の団体も取材したのか。 

○「入り天神太鼓」は入りの住民しか会員になることができない。それ

だと、情報誌を読んで太鼓に興味を持っても団体に入ることができない

ので、他の太鼓団体も取材をした。 

○全体的に文字が多いが、写真やイラストなどは使わないのか。 

●今後の編集作業で取材時に撮影した写真を入れる予定である。 

○「入り天神太鼓」と「和太鼓さくら」以外は電話取材なので写真がな

いが、デエダラまつりなどの市の行事に参加しているので、その写真を

使ってもらいたい。 

○各団体１枚ずつ写真を入れた方がよい。また、特集の内容説明と編集

後記が空白だが原稿はないのか。 

●本日、原稿をもらっているので、配布した資料は空白になっている。 

◎本日、各委員から出された意見を反映するよう事務局で編集してもら

いたい。 

○発行日までに会議はないが、事務局が編集した原稿は誰が確認するの

か。 

●例年は、委員長と副委員長に確認をしてもらっている。 

◎委員長と副委員長が最終原稿を確認することでよいか。 

-異議なし- 

 

●情報誌「ＹＯＵ・Ｉ」第２７号の編集作業が終わり次第、委員長及び

副委員長に確認してもらい、発行する。 

 

議題２  第二次男女共同参画計画-男女ＹＯＵ・Ｉプラン-の推進状況 

調査結果について 

●事務局から資料２及び参考資料を基に説明。 

◎本日配布された資料２については、目標毎に１０分程度、時間を設け

るので、目標毎に意見を集約してみてはどうか。 

-異議なし- 

 

（目標１について） 

○地域振興課が所管している事業が多いのはなぜか。 

●男女共同参画に関わる事業を所管しているのが、地域振興課なので多

い。 

○事業 No3 の成果に「ホームページから講演会の申し込みが多数あっ

た」とあるが、「多数」とはどのくらいの人数なのか。 

●講演会参加者の３割程度である。 

○抽象的な事業内容が多いので、成果の内容も抽象的になっている。 

○事業 No13 の保育園や幼稚園の教職員の研修は、男女共同参画があまり

周知されていない現段階では難しい事業だと思う。研修をするまえに教

職員に対して男女共同参画の情報提供を積極的に行っていく必要があ

る。 

○事業 No20 の自己評価が「研修受講者５名」でＣなのはどうなのか。職

員は数百人いるのだから、「研修受講者５名」は少なすぎる。 

○事業 No19 は事業が実施されていないが、男女共同参画を啓発する立場

の職員の意識を高めるためにも、早急な実施が必要である。また、意識

調査をしない結果が、事業 No20 の参加者の少なさにつながっていると思

う。 

○学校で行っている保護者会等が男女共同参画に関わっていることだ

と、初めて知った。現場の教員は男女共同参画という認識はないので、
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保護者会等の場で男女共同参画の啓発を行っていないと思う。教員の研

修等の際に、男女共同参画に関わっていることを認識させないといけな

い。 

 

（目標２について） 

○事業 NO63 の自己評価が「Ｄ」で検討するとあるが、母子は支援されて

いるのに、なぜ、男性だけ支援を検討するのか。早急に事業を実施して

もらいたい。 

 

（目標３について） 

○事業 No78 の事業は女性が車を持っていないということを前提にやって

いるのか。女性のみでなく、老若男女の支援に該当すると思う。 

○市内循環バスは目的地まで時間が掛かり過ぎて通勤に使えない。自転

車で通勤した方が早い。 

◎アンペイド・ワークとはボランティアを意味しているのか。 

●家事や介護、育児などの無償労働を意味している。 

○アンペイド・ワークという言葉が理解しづらい。日本語で通じる言葉

は日本語にした方が理解しやすい。啓発していくよりも分かりやすい言

葉にする方が大事だと思う。 

●アンペイド・ワークは第二次男女共同参画計画-男女ＹＯＵ・Ｉプラン

-の中で使用されている語句であるため、異なる表現を用いることは難し

いと考えるが、第二次男女共同参画計画-男女ＹＯＵ・Ｉプラン-の推進

状況調査結果の掲載方法については検討する余地がある。 

 

（全体について） 

○自己評価が平成２２年度「Ｅ」で平成２３年度「Ｄ」になっている事

業があるが、検討すると書いてあるだけで、中身が何も変わっていな

い。 

◎目標４については時間の関係上、次回会議で協議することでよいか。 

-異議なし- 

 

議題３ 男女共同参加啓発事業について 

●事務局から次第１頁及び資料３、４に基づき説明。 

○当日の役割等は次回の委員会で決定するのか。 

●開催時期まで期間があるので次の委員会で決定する。 

○市民文化祭期間中の１１月３日、４日は各委員交替でパネル展の会場に

いる必要があるが、市役所ロビーで開催するときも、委員が常時いないと

いけないのか。 

●市役所ロビーでは職員が対応する。 

◎男女共同参画啓発事業については、事務局案どおりでよいか。 

-異議なし- 

 

議題４ その他 

（第５回委員会開催日程） 

◎第５回委員会は９月２７日(木)午後６時３０分から開催する。開催場所

については事務局で調整してもらいたい。 

●開催場所が決まり次第、各委員に通知する。 
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会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

☑公  開                傍聴者：    ０ 人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 
 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

☑開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 
 

庶 務 担 当 課     生活環境部  協働推進課 （内線： ２４３  ） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


